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● 主 な 内 容 ●
愛宕駅の駅前美術館に新たな作品が………１ 面
安全安心なまちへ年末パトロール……………２面
秋の叙勲と危険業務従事者叙勲の表彰…4 面
15 万 人 の ひ ろ ば ………………………6 ～ 7 面
お しらせ…………………………………8 ～ 9 面
12 月の相談日・休日当番医……………………12 面
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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「「
H
P
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

まめメール

災害時の緊急情報や市の情報を
電子メールで配信。登録が必要

ツイッター
フェイスブック

災害時の緊急情報はツイッター
イベント情報はフェイスブック

市報などを
電子書籍で

自動翻訳し 10言語で配信
自動音声読み上げにも対応

防災行政無線の
放送内容の確認

☎0120-282-283（通話料無料）
で放送内容を確認できます

パソコン•
スマホで

電話で

愛宕駅の駅前美術館
今年も30作品追加

　市では、連続立体交差事業に合わせて、愛宕駅西口に新設した歩行者専用道路壁面を活用して、
ギャラリースペース「愛宕駅西口“駅前美術館”」を設置しました。同駅を利用する機会の多い
市内小学校（中央・宮崎・東部・清水台・柳沢）の児童が描いた絵画（屋外展示用に加工）30
点を昨年度展示し、今年度も新たに30点の作品が仲間入りします（設置は12月中）。
　12月１日水からは市ホームページ上のバーチャルギャラリーでも作品を公開しています。醤油工
場やコウノトリ、東武野田線など子どもたちの感性で描いた素晴らしい力作ぞろいです。駅前美術
館には、来年も作品30点が加わり、合計90点の作品展示で完成する予定です。

【問合せ】愛宕駅周辺地区市街地整備事務所
【ＨＰ検索】1029199
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❷

1台で約 600回のトイレ使用が可能

移
動
式
ト
イ
レ
カ
ー
な
ど

供
給
協
力
の
協
定
を
締
結

　

市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
、
火

災
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
タ
フ
バ

リ
ア
有
限
会
社
と
11
月
11
日
、「
災
害

時
等
に
お
け
る
移
動
ト
イ
レ
カ
ー
及

び
移
動
事
務
室
車
の
供
給
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
協
定
に
よ
り
、
災
害
に
よ
る

断
水
で
避
難
所
の
ト
イ
レ
が
使
え

な
い
場
合
や
不
足
す
る
場
合
、
移

動
式
ト
イ
レ
カ
ー
の
活
用
で
速
や

か
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
、
エ

ア
コ
ン
を
完
備
し
た
移
動
事
務
室

車
は
、
避
難
先
で
の
着
替
え
や
授

乳
な
ど
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　
市
長
は
「
避
難
所
生
活
に
最
も

必
要
な
の
が
ト
イ
レ
。
協
定
が
市

民
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
の
で
、

う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
３
０
１
５

子
ど
も
に
10
万
円
相
当
給
付

年
内
に
現
金
５
万
円
振
込
予
定

　
国
で
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
に

10
万
円
相
当
を
給
付
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

　
10
万
円
の
う
ち
現
金
５
万
円
の
給

付
は
、
年
内
か
ら
給
付
す
る
予
定
で

す
。

　
給
付
方
法
は
、
児
童
手
当
の
仕
組

み
を
活
用
す
る
た
め
、
市
か
ら
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
手
続

き
が
不
要
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
子
ど
も
が
中
学
3
年
生
ま
で
の
場

合
は
、
児
童
手
当
の
受
給
者
の
登
録

済
み
銀
行
口
座
（
年
3
回
の
児
童
手

当
の
振
込
先
）
に
支
給
予
定
で
す
。

　
中
学
卒
業
か
ら
18
歳
ま
で
の
方
の

場
合
や
児
童
手
当
受
給
者
が
公
務
員

の
場
合
は
、
手
続
き
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

　
詳
細
が
国
で
決
ま
り
次
第
、
ご
案

内
を
郵
送
す
る
と
と
も
に
、
市
報
12

月
15
日
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
３
０
４
９

安
全
安
心
な
ま
ち
へ
向
け

年
末
パ
ト
ロ
ー
ル

～
12
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
～

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
外
出
自
粛
の
影
響
も
あ

り
、
９
月
末
時
点
の
市
内
犯
罪
発
生

件
数
は
、
676
件
で
昨
年
度
に
比
べ
41

件
減
少
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
別
に
検
証

す
る
と
自
動
車
盗
と
電
話
de
詐
欺
の

被
害
件
数
は
、
昨
年
と
比
べ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
対
策
と
し
て
自
動
車
盗
は
、

車
の
近
く
に
セ
ン
サ
ー
式
ラ
イ
ト
を

設
置
し
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
de
詐
欺
で
は
、
カ
ー
ド
を
預

か
る
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
暗
証
番
号
、
振
り
込
み
な
ど
の

言
葉
を
相
手
が
話
し
た
ら
詐
欺
で
す

の
で
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
で
き
る
対
策
と

し
て
、
留
守
番
電
話
設
定
に
す
る
こ

と
が
電
話
de
詐
欺
に
有
効
で
す
。

今
年
も
年
末
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　

犯
罪
件
数
の
多
く
な
る
年
末
に
、

野
田
市
防
犯
組
合
で
は
、
市
、
野
田

警
察
署
と
連
携
し
、
年
末
パ
ト
ロ
ー

ル
を
12
月
４
日
土
か
ら
12
日
日
ま
で

実
施
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
人
が
密
集
す
る
出
発
式

は
行
わ
ず
、
期
間
内
に
各
支
部
ご
と

に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
感
染

対
策
を
し
て
主
要
道
路
か
ら
路
地
ま

で
見
回
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
市
の
青
色
回
転
灯
搭

載
車
両
や
警
察
車
両
も
巡
回
し
ま

す
。

　
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
防
犯

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課
、
野
田
警

察
署
☎
７
１
２
５
‐
０
１
１
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
２
３
８
９

市長と友松博文氏（タフバリア有限会社代表取締役）
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　第 49 回衆議院議員総選挙が 10 月 31 日日
に投開票が行われました。野田市の投票率は
小選挙区選出議員選挙で、前回（平成 29 年
の 47.31 パーセント）前々回（平成 26 年の
47.53 パーセント）より上がり 48.90 パーセン
トとなりましたが、県内の選挙区ごとの市区町
村順位は、64市区町村選挙区中で前回 55位か
ら今回63位に下がりました。年代別の集計では、
今回も 20 歳代 30 歳代の投票率が低い状況で
す。選挙で投票することは、私たち国民、住民
の権利であるとともに、国や社会を構成する一
員としての責務とも言えます。特に多くの若者
が選挙に関心を持ち、次世代の社会の担い手で
あるという意識を持つことは重要です。
　私たちの生活を質の高いものとするためには、
私たち自身が努力することはもちろんのこと、政
治に関心を持ち、政治に対して意思表示をする
ことが重要なことではないでしょうか。私たちの
代表を選び、私たちの意見を政治に反映させる
ためには、私たちがもっと選挙に関心を寄せ、選
挙をもっと身近なものにしなければなりません。
　次の選挙では、必ず投票に行き、皆さんの貴
重な一票を無駄にしないでください。
【問合せ】選挙管理委員会事務局

■県内の投票率

順位 選挙区名 投票率
（パーセント）

１位 鋸南町 62.19
２位 神崎町 61.93
３位 多古町 61.90

62 位 九十九里町 49.13
63 位 野田市 48.90
64 位 八街市 47.01

県内平均 53.64

■市内の年代別投票率（グラフ）

衆議院小選挙区選出議員選挙（千葉県第７区）
野田市投票率48.90パーセント

投票率は上がったものの…
県内順位は下がってしまいました

■市内の地域別投票率

投票所名 投票率
（パーセント）

福田地域 56.17
北部地域 51.34
南部地域 49.20
東部地域 47.87
川間地域 47.71
中央地域 47.43
関宿地域 45.97

18・19歳 20歳代 30歳代 40歳代
有権者数（人） 2,882 13,688 14,710 21,830
投票者数（人） 1,125 3,963 5,041 9,092
投票率

（パーセント） 39.04 28.95 34.27 41.65

50 歳代 60歳代 70歳代 80歳
以上

有権者数（人） 19,563 18,918 23,891 13,312
投票者数（人） 9,704 11,973 16,218 5,880
投票率

（パーセント） 49.60 63.29 67.88 44.17
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■市内の年代別投票率（表）
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
人
権
に
関
心
を

向
け
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
や

人
権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
、
心
配
事

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相

談
者
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
人
権
擁
護
委
員
】有
賀
ヒ
メ
子
、

金
剛
寺
守
、
上
野
佐
知
子
、
倉
持
又

彦
、
小
嶋
真
二
、
中
村
惠
美
子
、
木

村
亨
、
飯
塚
忠
明
、
五
月
女
眞
美

　

市
で
は
無
料
の
人
権
相
談（
事
前

予
約
制
）を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】人
権
・
男
女
共
同
参
画
推

進
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
２
３
０

　

農
産
物
加
工
推
進
協
議
会
で
は
、

野
田
産
大
豆
を
使
っ
た
味
噌󠄀
づ
く
り

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時・場
所
】
令
和
４
年
１
月
14
日
、

21
日
、
28
日
の
金
（
い
ず
れ
か
１
日

の
み
受
講
）
の
10
時
～
13
時
・
東
葛

飾
地
域
農
林
業
セ
ン
タ
ー
（
尾
崎
）

　
な
お
、
事
前
の
準
備
作
業
（
２
日

間
）
が
あ
り
ま
す

【
定
員
・
費
用
】
各
４
人
（
抽
選
、

未
受
講
者
優
先
）・
６
千
円
（
材
料

代
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
20
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
漬
け
物
桶お
け

・
塩
４・
３
キ
ロ

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
12
月
15
日
水

必
着
で
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

☎
、
希
望
日
を
明
記
し
、
〒
278
‐

８
５
５
０
野
田
市
役
所
農
政
課
「
味

噌󠄀
づ
く
り
講
習
会
」
係
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
３
０
２
０

野
田
産
大
豆
で
味
噌
づ
く
り

秋
の
叙
勲
と

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
表
彰

く
ら
し
の
便
利
帳
発
行
の
協
定
締
結

　
く
ら
し
の
便
利
帳
の
協
働
発
行

に
関
す
る
協
定
を
株
式
会
社
ゼ
ン

リ
ン
と
11
月
９
日
に
締
結
し
ま
し

た
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
行
政
手
続

き
を
中
心
に
記
事
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
へ
の
配
布
は
令
和
４
年

４
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
広
報
広
聴
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
２
９
６
０

市長と吉川俊也氏（株式会
社ゼンリン東京第二支社長）

国
は
、
秋
の
叙じ
ょ
く
ん勲

と
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
し
、
９

人
の
市
民
が
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
秋
の
叙
勲

【
瑞
宝
小
綬
章
】

▼
防
衛
功
労

池
上　
均
氏（
72
）元

陸
上
自
衛
隊
富
士
学
校
総
務
部
長

▼
法
務
行
政
事
務
功
労

住
友　
和

彦
氏（
79
）元
広
島
少
年
院
長

【
旭
日
双
光
章
】

▼
地
方
自
治
功
労

小
俣　
文
宣
氏

（
75
）元
野
田
市
議
会
議
員

【
瑞
宝
双
光
章
】

▼
教
育
功
労

竹
下　

日
出
男
氏

（
71
）元
公
立
小
学
校
長

◎
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

▼
警
察
功
労

稲
又　
博
英
氏（
72
）

元
警
視
庁
警
視

▼
警
察
功
労

髙
橋　
隆
男
氏（
72
）

元
警
視
庁
警
部

▼
消
防
功
労

秋
谷　
哲
夫
氏（
65
）

元
流
山
市
消
防
司
令
長

▼
消
防
功
労

清
水　
彰
氏（
65
）元

流
山
市
消
防
司
令
長

【
瑞
宝
単
光
章
】

▼
警
察
功
労

成
清　
勇
人
氏（
72
）

元
警
視
庁
警
部
補

　
市
で
は
、
市
内
に
居
住
し
、
同
一

の
職
業
に
30
年
以
上
従
事
し
て
い
る

技
能
者
を
、
野
田
市
技
能
功
労
者
と

し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
11
人
の
優
れ
た
技
能

■受賞者一覧（五十音順・敬称略）
山
田　
桂
三

本
田　
泰
豊

富
田　
和
夫

髙
橋　
金
松

染
谷　
勝

小
林　
栄
治

小
野　
明
雄

石
山　
博
子

石
川　
良
明

石
川　
光
男

五
十
嵐　
義
明

氏
名

電
気
工
事
職

電
気
工
事
職

自
転
車
修
理
職

左
官
職

大
工
職

電
気
工
事
職

大
工
職

美
容
職

理
容
職

電
気
工
事
職

製
菓
職 職

種

卓
抜
し
た
技
能
者
を
表
彰

者
の
方
を
11
月
12
日
に
表
彰
し
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】商
工
観
光
課

　
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
い
た
、
東

京
理
科
大
学
主
催
の
市
民
講
演
会

（
第
２
回
）
は
、
松
原
美
之
氏
（
同

大
火
災
科
学
研
究
所
教
授
）
に
よ
る

「
火
の
効
用
、
火
の
災
害
」
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】
12
月
11
日
土
13
時

30
分
～
16
時
15
分
・
同
大
学
施
設

【
定
員
】85
人（
ネ
ッ
ト
配
信
は
250
人
）

【
申
込
み
】
12
月
８
日
水
ま
で
に
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
掲
載
）

【
問
合
せ
】
東
京
理
科
大
学
野
田
統

括
課
地
域
連
携
係
☎
７
１
２
５
‐
０

６
０
９
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）、

企
画
調
整
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
２
３
５
４

東
京
理
科
大
学
の
市
民
講
演
会
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オ
ン
ラ
イ
ン
成
人
式
案
内
を
12
月
中
旬
に
送
付

　
令
和
４
年
の
成
人
式
は
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
す
。
対
象
者
に
視
聴
方
法

を
載
せ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
記
念
品

を
12
月
中
旬
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
市

外
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
成
人
の
日
（
１
月
10
日
月
）
に
式

典
の
会
場
開
催
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
２
４
５
０

令
和
３
年
度
上
期

水
道
事
業
の
業
務
状
況

令
和
３
年
度
上
期
は
、
建
設
改
良

費
に
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
布
設
替

工
事
や
浄
・
配
水
場
設
備
の
更
新
工

事
な
ど
28
件
で
、
６
・
２
億
円
、
拡

張
事
業
費
に
重
要
給
水
施
設
へ
の
専

用
の
配
水
管
布
設
工
事
な
ど
19
件
で
、

２
・
２
億
円
を
実
施
し
ま
し
た
。

上
期
の
業
務
量
は
、
給
水
人
口
14

万
９
千
935
人
で
普
及
率
97
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
、
給
水
件
数
は
６
万
１
千
794

件
、
給
水
量
は
757
万
立
方
メ
ー
ト
ル

で
、
有
収
水
量
は
729
万
立
方
メ
ー
ト

ル
と
な
り
ま
し
た
。

◆
収
益
的
収
支
＝
水
道
料
金
な
ど
の

事
業
収
入
と
、
施
設
の
運
営
や
管
理

な
ど
事
業
年
度
内
の
業
務
運
営
の
た

め
の
経
費

◆
資
本
的
収
支
＝
水
道
管
の
布
設
や

浄
水
場
な
ど
、
施
設
の
建
設
・
整
備

を
す
る
長
期
間
に
わ
た
る
設
備
投
資

の
た
め
の
経
費
と
財
源

【
問
合
せ
】水
道
部
業
務
課
☎
７
１
２

４
‐
５
１
４
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
８
６
９
９

0 5 10 15 20 25 30 35

0 2 4 6 8 10 0 50 100 150 200 250 300

収益的収支

資本的収支

【収益的収入】
総収入額＝15.9億円

30.1億円
13.1億円

2.1億円
1.4億円

0.1億円
1.1億円

2.3億円
0.3億円

水道料金

給水申込
納付金
負担金、
補助金

その他
0 3 6 9 12 15

【収益的支出】
総支出額＝13.6億円
原水及び
浄水費
配水及び
給水費

減価償却費

支払利息

その他

6.5億円
13.8億円

1.9億円
0.8億円
9.5億円
4.8億円
0.4億円
0.2億円
4.3億円
1.3億円

【資本的収入】
総収入額＝0円

工事寄附
負担金

他会計
負担金

75万円
0円

295万円
0円

建設改良費

拡張事業費

企業債

その他

償還金

【資本的支出】
総支出額＝2.6億円

9.3億円
0.2億円

3.8億円
0.8億円

3.2億円
1.6億円

0.1億円
0.0億円

（億円）（億円）

（億円） （万円）

予算現額
収入額

予算現額
収入額

予算現額
支出額

予算現額
支出額

住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
監
査
結
果

【
期
間
】
８
月
27
日
～
10
月
25
日

【
対
象
部
局
】
企
画
財
政
部

【
監
査
対
象
】
市
長
が
令
和
２
年
12
月

10
日
に
野
田
市
国
際
交
流
協
会
に
対
し

野
田
市
国
際
交
流
協
会
補
助
金
35
万

円
を
概
算
払
で
支
出
し
、
同
協
会
提
出

の
実
績
報
告
書
で
３
年
４
月
28
日
に
確

定
し
た
交
付
確
定
額
9
万
７
千
913
円

の
支
出
が
地
方
自
治
法
第
242
条
第
１

項
に
規
定
の
「
違
法
若
し
く
は
不
当
な

公
金
の
支
出
」
に
当
た
る
か

【
監
査
の
結
果
】
請
求
人
の
請
求
に

は
理
由
が
な
い
も
の
と
認
め
、
棄
却

【
監
査
委
員
】
栗
林
徹
、
新
井
栄
子
、

深
津
憲
一

　

住
民
監
査
請
求
は
、
公
金
支
出
、

財
産
管
理
、
契
約
締
結
な
ど
の
財
務

会
計
上
の
行
為
が
、
違
法
・
不
当
と

認
め
る
と
き
、
監
査
委
員
に
監
査
を
求

め
、
必
要
な
措
置
を
請
求
す
る
も
の

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
９
５
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
見
守
り

の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
・
定
員
】
12
月
23
日

木
14
時
～
15
時
30
分
・
市
役
所
８
階

大
会
議
室
・
先
着
50
人
（
感
染
拡
大

防
止
で
中
止
の
場
合
あ
り
）

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
12
月
６
日
月

か
ら
電
話
か
直
接
、
介
護
保
険
課
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
７
９
５

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
は
12
月
末
ま
で

　
令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
１
人
上
限
５
千
円

分
）
申
込
み
は
12
月
末
ま
で
で
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
課
、
行
政
管
理
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
５
０
４
１
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New Books

コ
ロ
ナ
禍
で
３
密
を
回
避
で
き
る

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
が
人

気
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
の
楽
し
み
の

ひ
と
つ
が
焚
き
火
。
ど
う
せ
や
る
な

ら
、
周
り
に
迷
惑
を
掛
け
ず
、
心
に

残
る
も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。

あ
る
日ひ

と
つ
ぜ
ん
や
っ
て
き
て
、

お
か
し
な
こ
と
を
く
り
か
え
す
「
し

ろ
い
や
つ
」。
森も
り

の
ど
う
ぶ
つ
た
ち

は
こ
え
を
か
け
る
ゆ
う
き
が
で
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
お
か
し
な
こ

う
ど
う
に
は
り
ゆ
う
が
あ
っ
て
…
。

「焚き火をとことん
楽しむ」

「もりにきたのは」
サンドラ・ディークマン・作

牟禮あゆみ・訳
三辺律子・監修

春陽堂書店

興風図書館の推せん図書
北図書館☎ 7129-8811 せきやど図書館☎ 7198-4946
興風図書館☎ 7123-7611　南 図 書 館☎ 7125-7981

ガルヴィ編集部・編
実業之日本社

一
日
消
防
署
長
と
と
も
に

秋
の
火
災
予
防
運
動

11月9日からの1週間は秋の火災予防運動

千
葉
県
知
事
が
野
田
を
視
察

記
念
館
再
建
な
ど
を
要
望

11
月
８
日
、
熊
谷
県
知

事
が
野
田
市
を
訪
問
し
、

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
を
視

察
。
鈴
木
市
長
が
貫
太
郎

記
念
館
の
現
状
を
直
接
説

明
し
、
再
建
に
向
け
た
協

力
を
知
事
に
お
願
い
し
た
。

ほ
か
に
も
、
地
下
鉄
８
号

線
の
延
伸
、
県
道
・
橋
梁
・

関
宿
北
部
地
区
工
業
団

地
の
整
備
な
ど
を
要
望
し
、

熊
谷
知
事
か
ら「
県
と
し
て

ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
か
考
え
て
い
く
」と
前
向

き
な
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

市民訪問

日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

卓
越
し
た
技
術
力
を
持
つ
地
元
企
業

三
井
電
気
精
機
株
式
会
社

　
卓
越
し
た
技
術
と
新
し
い
ア
イ
デ

ア
が
評
価
さ
れ
、
今
年
の「
九
都
県

市
き
ら
り
と
ひ
か
る
産
業
技
術
表

彰
」を
受
け
た
三
井
電
気
精
機
株
式

会
社
。
代
表
取
締
役
の
早
川
一か
ず
し
げ成さ

ん
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
新
し

い
も
の
を
創
造
し
続
け
る
姿
勢
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
」と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
表
彰
の「
Sセ
パ

ラ

ー

e
p
a
r
e
r
Oワ

ン
N
E
」

は
医
療
現
場
で
の
使
用
を
想
定
し
た

新
し
い
遠
心
分
離
機
で
す
。
液
体
を

入
れ
る
管
を
使
い
捨
て
ら
れ
る
の
で

感
染
リ
ス
ク
な
く
利
用
で
き
る
こ
と

や
遠
心
分
離
中
に
も
試
料
の
取
出
し
・

注
入
で
き
る
の
が
特
徴
。
開
発
の
き

っ
か
け
は
、
大
学
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス

だ
そ
う
で
3
年
間
の
試
行
錯
誤
で
３

年
前
に
試
作
機
が
完
成
。
今
後
製
品

化
に
向
け
て
大
型
化
し
て
い
る
そ
う

で
、
完
成
す
る
と
細
胞
分
離
や
濃
縮
、

新
素
材
の
開
発
研
究
な
ど
の
分
野
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。「
開

発
の
き
っ
か
け
は
い
つ
も
身
近
な
人

と
の
会
話
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
出
会
い
を
大
切
に
し
て
世
の

中
に
ま
だ
な
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た

い
」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

西
三
ケ
尾
・
昭
和
42
年
設
立

「野田へ来ることで状況を直接確認できた」と熊谷知事

市
は
、
市
民
の
防
火
意

識
を
高
め
よ
う
と
、
防
火

ポ
ス
タ
ー
展
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
二
ツ
塚
小
学

校
６
年
の
山
野
井
和わ
か
な奏

さ

ん
を
一
日
消
防
署
長
に
迎

え
、
11
月
９
日
に
火
災
予

防
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

市
役
所
へ
来
庁
し
た
市

民
に
向
け
、
皆
さ
ん
が
火
災

予
防
を
心
掛
け
る
よ
う
呼

び
か
け
た
山
野
井
さ
ん
は

「
今
回
の
経
験
で
普
段
の
心

掛
け
が
大
切
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
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交
通
事
故
の
怖
さ
を

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
再
現

市
は
自
転
車
の
交
通
事

故
防
止
を
目
的
に
11
月
10

日
、ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー

ト
技
法
（
ス
タ
ン
ト
マ
ン

に
よ
る
事
故
再
現
）
で
の

自
転
車
交
通
安
全
教
室
を

川
間
小
学
校
で
開
催
し
た
。

川
間
小
の
全
学
年
が
参

加
し
た
教
室
で
は
不
注
意

で
起
き
る
危
険
な
事
故
を

再
現
。「
と
て
も
怖
か
っ
た

が
、
こ
ん
な
思
い
を
し
な

く
て
い
い
よ
う
に
、
今
日
の

気
持
ち
を
ず
っ
と
忘
れ
ず

に
い
た
い
」
と
話
す
児
童
も
。

自動車と自転車の交通事故を実演

みんなで支えるバリアフリー（48）
12 月 3 日～ 9 日は

障害者週間です

障
害
者
週
間
は
、
国
民
の
間
に
広

く
障
が
い
者
の
福
祉
へ
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ

る
人
の
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
の
参
加
の

促
進
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
同
週
間
に
合
わ
せ
、
12

月
１
日
水
か
ら
７
日
火
ま
で
、
市
役

所
1
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

障
が
い
者
就
労
施
設
な
ど
の
活
動
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
施
設
利
用
者
が

制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
展
示
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
、
企
業
の
雇
用
や
障
が
い
者
就
労

施
設
な
ど
で
の
生
産
活
動
に
よ
り
、

給
与
や
工
賃
を
得
て
経
済
的
な
基
盤

を
築
き
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
紹
介
す
る
取
り
組
み
で
す
。

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
理
解
を
深
め

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ブレスレットやコースターなどを展示

わが家の自慢料理

カニ缶を使ったあんかけチャーハン

鈴木貫太郎翁を知る（５）

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館

建
設
に
向
け
て

　

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館

は
、
内
閣
総
理
大
臣
経
験

者
の
吉
田
茂
を
筆
頭
と
す

る
中
央
政
財
界
と
地
元
の

顕
彰
活
動
の
結
果
、建
設・

開
館
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
記
念
館
建
設
は
貫
太
郎

翁
の
没
後
、
そ
の
功
績
を

伝
え
る
場
と
し
て
、
地
元

関
宿
の「
洗
心
会
」が
発
起

し
、
関
宿
町
や
野
田
市
に

働
き
か
け
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
35
年
４
月
に
市
民

会
館
菊
の
間
で
建
設
に
向

け
た
会
議
が
開
催
さ
れ
、

野
田
市
・
関
宿
町
・
流
山

町
の
各
首
長
、
県
議
会
議

員
の
ほ
か
、
郷
土
博
物
館

協
議
会
委
員
長
の
市
山
盛

雄
な
ど
が
議
論
し
、
野
田

市
長
の
戸
邉
織
太
郎
を
理

事
長
と
す
る
財
団
法
人
鈴

木
貫
太
郎
記
念
会
の
設
立

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
翌
年
に
は
結
成
式

が
野
田
市
役
所
市
長
室
で

実
現
し
、
関
宿
か
ら
始
ま
っ

た
建
設
運
動
は
、
多
く
の
地

元
の
方
の
協
力
で
実
現
へ
向

か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

建設のスタートは61年前の市民会館の菊の間で

染谷力哉さん（柳沢）

①中華スープの素を水150cc で溶く②カニ缶の汁気を
切る③片栗粉を水 30cc で溶く④温かいご飯に溶き卵、
塩、こしょうを混ぜ強火で炒める⑤細切りしたピーマ
ンを混ぜて炒め火が通ったら刻んだ万能ネギを混ぜ更
に炒め、皿に盛る⑥フライパンに酒を入れアルコール
分を飛ばし❶と❷を混ぜひと煮立ちさせる⑦沸騰した
ら、❸を少しずつ足して固さを調整する⑧強火のまま
卵白を混ぜ❺にかけて出来上がり
※カニ缶の代わりにカニかまを使ってもおいしいですよ
《材料》1人前：中華スープの素小さじ 1、カニ缶 1缶、片栗
粉大さじ 1、ごはん 200グラム、卵 2個、塩小さじ 1/2、こしょ
う少々、ピーマン 1個、万能ネギ 1束、酒大さじ 1、卵白 1個
分

（
敬
称
略
）



　市報のだ 令和3年12月1日号

❽

◆
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
基
本
を
学
ぶ

令
和
4
年
１
月
13
日
～
２
月
３
日

の
木
10
時
～
正
午
中
央
公
民
館
で
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
基
本
を
学
び
な

が
ら
仲
間
と
懇
親
を
深
め
る
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。
16
人
（
抽

選
）。
申
込
み
は
12
月
16
日
木
ま
で
に

電
話
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
直
接
中

央
公
民
館
☎
７
１
２
４
︲
１
５
５
８
へ

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

令
和
4
年

１
月
14
日
～
25
日
の
火
金
10
時
～
正

午
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
全
４
回
。
ワ
ー
ド
で
町
内

会
の
チ
ラ
シ
作
成
。市
内
在
住・在
勤・

在
学
の
20
歳
以
上
で
マ
ウ
ス
操
作
と

文
字
入
力
で
き
る
方
。
11
人
（
抽
選
）。

500
円
。申
込
み
は
12
月
24
日
金（
必
着
）

ま
で
に
電
話
か
は
が
き
か
直
接
〒
278
︲

０
０
３
５
中
野
台
168
︲
１
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
︲
７
８
１
８
へ

◆
12
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放
園
庭

で
の
自
由
遊
び
。
10
時
～
11
時
。
当
日

会
場
受
付
。
雨
天
中
止
。
問
各
保
育
所

◎
市
や
官
公
庁
な
ど
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）
な

ど
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
よ
る
影
響
で

中
止
・
延
期
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
問
合
せ
先
や
申

込
み
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
参
加
の
際
は
、
屋
内
で
は
必

ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
の
徹
底
、
３

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
回
避
し
、
発
熱
・
風
邪
の
症

状
の
あ
る
場
合
は
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

講
座
・
教
室

   

イ
ベ
ン
ト

  

募
集
・
そ
の
他

12月10日～ 19日は
冬の交通安全運動を実施

　年末は忘年会などで飲酒の
機会が多くなります。飲酒し
たら車は絶対に運転してはい
けません。
　さらに、飲酒した人が運転
する車にも乗ってはいけませ
ん。１日のうちで、交通事故
が起こりやすい時間帯は夕暮
れ時で、特に、歩行者と車
の事故は夕暮れから夜間に多
く発生しています。外出する

北
部

乳
児

保
育

所
名

８
日
水

21
日
火

14
日
火

７
日
火

開
放
日

☎
７
１
２
５・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４・
２
２
２
４

電
話
番
号

◆
利
根
川
舟
運
を
利
用
し
た
下
総
・

常
陸
の
船
旅

令
和
4
年
１
月
16
日

日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
県
立
関
宿

城
博
物
館
で
。
松
丸
明
弘
氏
（
同
館

調
査
協
力
員
）
に
よ
る
博
物
館
セ
ミ

ナ
ー
。
先
着
15
人
。
100
円
。
申
込
み

は
12
月
16
日
木
か
ら
同
館
☎
７
１
９

６
︲
１
４
０
０
へ

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の
だ
）
で
就
活

セ
ミ
ナ
ー

令
和
4
年
１
月
19
日
水

13
時
～
15
時
20
分
。
応
募
書
類
の
書

き
方
と
面
接
準
備
。
終
了
後
に
個
別

相
談
も
可
。
15
歳
～
44
歳
の
就
職
希

望
者
。
先
着
10
人
。
雇
用
保
険
受
給

証
が
あ
れ
ば
持
参
。
申
込
み
は
12
月

６
日
月
か
ら
商
工
観
光
課
へ

◆
元
気
な
う
ち
に
始
め
る
終
活
～
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
み
ま
せ

ん
か

令
和
4
年
１
月
19
日
水
14
時

～
15
時
30
分
市
役
所
８
階
大
会
議
室

で
。
黒
田
千
鶴
子
氏
（
千
葉
県
金
融

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
消
費
生

活
セ
ミ
ナ
ー
。
先
着
60
人
。
申
込
み

は
12
月
６
日
月
か
ら
市
民
生
活
課
へ

所
、
中
央
・
東
部
・
南
部
梅
郷
・
北
部
・

川
間
・
福
田・関
宿
中
央
・関
宿
・二
川
・

木
間
ケ
瀬
の
各
公
民
館
で
配
布
の
募

集
案
内
を
確
認
し
、
12
月
17
日
金（
消

印
有
効
）ま
で
に
持
参
か
郵
送
で
〒
278
︲

８
５
５
０
野
田
市
役
所
市
民
生
活
課
へ

◆
献
血
に
ご
協
力
を

12
月
19
日
日

10
時
～
16
時（
11
時
45
分
～
13
時
を

除
く
）イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台

で
。
問
生
活
支
援
課

◆
野
田
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
な

花
輪
南
部
尾
崎
清
水

中
根

福
田

木
間

ケ
瀬

保
育

所
名

21
日
火

20
日
月

14
日
火

14
日
火

23
日
木

16
日
木

９
日
木

22
日
水

15
日
水

８
日
水

８
日
水

開
放
日

☎
７
１
２
２・
１
７
７
０

☎
７
１
２
４・
２
２
２
１

☎
７
１
２
９・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２・５
０
５
０

☎
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
７
１
３
８・
０
５
７
７

☎
７
１
９
８・
３
８
２
５

電
話
番
号

際は、明るい色の服装を選び、
反射材を身に着けて、車の運
転手に自分をアピールしてく
ださい。また、深酒した場合
は翌日の朝でもお酒が体内に
残り二日酔い運転になる恐れ
があります。飲み過ぎた日の
翌日は運転を控える意識を持
ちましょう。
【問合せ】市民生活課
【ＨＰ検索】1005206

～その一杯 愛車も走る凶器に 早変り～

◆
自
転
車
等
駐
車
対
策
等
協
議
会
の

公
募
委
員

２
人
。
市
民
生
活
課
、

関
宿
支
所
、
南
・
北
・
中
央
の
各
出
張



　　市報のだ 令和3年12月1日号

❾

市
税
な
ど
の
納
期（
12
月
）

12
月
27
日
月
ま
で
の
納
期
の
市
税
な

ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
３
期
）

②
国
民
健
康
保
険
料
（
７
期
）
③
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料（
６
期
）④
介
護
保
険
料（
７
期
）

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国

保
年
金
課
、
④
は
介
護
保
険
課

発熱などの症状のあるときは

①地域の身近な医療機関に電話相談
おおむね３日間の症状を伝えてください
②どこに電話したらよいかわからないときは
　・千葉県発熱相談コールセンター
　　☎0570-200-139（24時間365日）
　・野田市発熱相談専用ダイヤル
　　☎04-7123-1646（平日8時30分～17時15分 )

ど
に
防
災
訓
練
月
間
の
様
子
を
投
稿

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
無
観
客

で
10
月
に
行
っ
た
防
災

訓
練
の
動
画
を
公
開

中
。
問
防
災
安
全
課

◆
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
関
係

図
書
の
縦
覧

11
月
19
日
付
け
で
変

更
。
閲
覧
は
都
市
計
画
課
で
。
問
都

市
計
画
課

◆
野
田
都
市
計
画
地
区
計
画
と
用
途

変
更
の
計
画
案
の
縦
覧
な
ど

地
区

計
画（
愛
宕
駅
東
第一地
区
・
花
井
堤
根

地
区
・
蕃
昌
新
田
地
区
・
野
田
市
駅
入

口
交
差
点
東
地
区
）と
用
途
変
更（
花
井

堤
根
地
区
）。
縦
覧
は
12
月
６
日
月
～

20
日
月（
平
日
の
み
）都
市
計
画
課
で
。

意
見
書
提
出
は
12
月
６
日
月
～
20
日

月（
消
印
有
効
）に
〒
278
︲
８
５
５
０
都

市
計
画
課
へ
郵
送
か
直
接
窓
口
へ
。
意

見
書
提
出
は
市
内
在
住
、
市
内
の
法

人
か
利
害
関
係
者
。
問
都
市
計
画
課

◆
移
動
販
売
車「
ま
ご
こ
ろ
便
」の
年

末
年
始
休
業

12
月
31
日
金
～
令
和

4
年
１
月
３
日
月
は
休
業
。
問
商
工

観
光
課

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
対
策
審
議

会

12
月
６
日
月
14
時
～
15
時
30
分

市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
先
着
10

人
。13
時
30
分
受
付
。マ
ス
ク
着
用
。

問
企
画
調
整
課

感染しない・させないために
❶うつらないように
　　　自己防衛

こまめな手洗いと定期的な換気と十分な栄養と休養をとり、
体調不良のときは自宅療養し、他人とは十分な距離をとる

3 密手洗い

❷うつさないように
　　周りに配慮

❸習慣化しましょう
　　３密回避

コウノトリと共に暮らすまちづくり●

全国に広がる野田の生物多様性戦略
　兵庫県豊岡市主催で「コウノトリ未
来・国際かいぎ」が 10 月 30・31 日
に開催され、野田市から福田第一小と
福田第二小の高学年児童が参加し、コ
ウノトリや江川地区での田植え体験か

野田市

コウノトリ位置情報コウノトリ位置情報

11月15日確認

滞在中
過去に滞在

43

自然の大切さを全国に発信する和田さん（右から２人目）自然の大切さを全国に発信する和田さん（右から２人目）

子どもたちはオンライン会議で交流（野田市は左上）子どもたちはオンライン会議で交流（野田市は左上）

ら学んだ生物多様性の必要
性などを発表しました。
　また、平成 26 年誕生の
「アカリ」「ミライ」の愛称
命名の市民の和田拓也さん
が会議「コウノトリも暮ら
すまちの未来」に直接参加
し、意見交換しました。
【問合せ】みどりと水のま
ちづくり課

 

会
議
な

ど
の
傍
聴



　市報のだ 令和3年12月1日号

◆
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
体
験
教

室

①
12
月
７
日
火
10
時
～
11
時
川

間
公
民
館
で
、
②
10
日
金
14
時
～
15

時
関
宿
中
央
公
民
館
で
、
③
13
日
月

10
時
～
11
時
中
央
公
民
館
で
、
④
21

日
火
14
時
～
15
時
福
田
公
民
館
で
。

①
は
先
着
35
人
、
②
は
先
着
10
人
、

③
は
先
着
40
人
、
④
は
先
着
35
人
。

直
接
会
場
へ
。
問
介
護
保
険
課

◆
手
ぶ
ら
で
大
正
琴
体
験

12
月
９

日
、
23
日
の
木
11
時
～
正
午
二
川
公

民
館
で
。
全
２
回
。
60
歳
以
上
。
申

込
み
は
事
前
に
小
島
☎
090
︲
１
４
０

６
︲
３
５
０
７
へ

◆
認
知
症
講
座
「
ま
わ
り
の
支
え
で

認
知
症
が
良
く
な
り
ま
し
た
」

12

月
16
日
木
13
時
～
15
時
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
認

知
症
の
人
の
気
持
ち
を
共
に
学
ぶ
。

介
護
家
族
や
関
係
者
。
先
着
10
人
。

500
円
。
申
込
み
は
12
月
５
日
日
か
ら

北
川
☎
090
︲
５
５
０
９
︲
５
３
９
８

へ◆
手
芸
倶
楽
部
作
品
展

12
月
５

日
日
10
時
～
16
時
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
手
芸
作
品
約
150
点
。
問
小
川
☎

７
１
２
９
︲
１
４
０
４

◎
伝
言
板
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員
募
集
）
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料
。
掲
載
を
希
望
す
る

方
は
、
発
行
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
広
報
広
聴
課
広
報
係
へ

�

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
よ
る
影
響
で

中
止
・
延
期
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
問
合
せ
先
や
申

込
み
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
参
加
の
際
は
、
屋
内
で
は
必

ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
の
徹
底
、
３

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
回
避
し
、
発
熱
・
風
邪
の
症

状
の
あ
る
場
合
は
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

講
座
・
教
室

   

イ
ベ
ン
ト

◆
グ
ル
ー
プ
風か
ぜ
コ
ン
サ
ー
ト

12

月
５
日
日
14
時
～
16
時
欅
の
ホ
ー

ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
女
声
コ
ー
ラ
ス

に
よ
る「
青
い
鳥
」な
ど
。
申
込
み
は

事
前
に
大
舘
☎
080
︲
５
０
２
０
︲

７
７
２
７
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
12
月
８
日
水

10
時
～
10
時
30
分
。
子
育
て
の
話
な

ど
。
②
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
…
12
月

15
日
水
10
時
～
10
時
30
分
。
手
遊
び

な
ど
。
③
３
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

…
12
月
15
日
水
15
時
15
分
～
15
時
30

分
。
④
お
は
な
し
玉
手
箱
…
12
月
20

日
月
10
時
～
10
時
30
分
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
。
⑤
育
児
相
談
日
…
12
月
28
日
火

10
時
～
11
時
。
い
ず
れ
も
０
～
３
歳

（
③
は
３
歳
以
上
）の
子
と
保
護
者

で
各
先
着
４
組（
⑤
は
２
組
）。
申

込
み
は
事
前
に

ゆ
う
＆
み
い
☎

７
１
２
４
︲
１
３
６
７（
９
時
～
11

時
）へ

◆
パ
ー
ク
ヨ
ガ
＆
キ
ー
ル
タ
ン
（
歌

う
ヨ
ガ
）

12
月
10
日
金
９
時
30
分

～
11
時
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
木
野
崎
）

で
。
２
千
円
。
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

持
参
。
申
込
み
は
事
前
に
沖
田
☎
070

︲
４
０
２
２
︲
２
６
６
６
へ

◆
ウ
ォ
ル
フ
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
ラ
イ

ブ

12
月
11
日
土
13
時
40
分
～
14
時

40
分
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の

ホ
ー
ル
内
）
で
。

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
。
先
着
20
人
。

当
日
会
場
へ
。

問
横
塚
☎
７
１

２
４
︲
９
６
１

５（
18
時
以
降
）

◆
の
だ
自
由
学

校
「
妻
と
私
の

老
老
介
護
と
在

宅
医
療
と
在
宅

死
に
つ
い
て
」

12
月
12
日
、

19
日
の
日
13
時

30
分
～
16
時
川

間
公
民
館
で
。

映
像
を
参
考
に

話
し
合
い
。
先

着
８
人
。
500
円
。

◆
迎
春
ク
ラ
フ
ト
・
し
め
縄
づ
く
り

12
月
19
日
日
10
時
～
正
午
宮
崎
小

学
校
体
育
館
で
。
し
め
縄
や
リ
ー
ス

作
り
。
先
着
20
人
。
800
円
（
中
学
生

以
下
200
円
）。は
さ
み・上
履
き
持
参
。

申
込
み
は
12
月
５
日
日
～
18
日
土
に

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
は
が
き
で
〒
270
︲

０
２
２
２
木
間
ケ
瀬
３
２
０
２
︲
１

野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・

鈴
木
☎
090
︲
１
６
９
４
︲
８
６
９

９
・

７
１
９
８
︲
０
２
３
１
へ
。

問
渡
辺
☎
090
︲
７
８
２
２
︲
８
５
１

２

電話de詐欺
騙されないように映像で手口を確認

　電話de詐欺を未然に防止
するための千葉県警の啓発動
画を、野田市公式動画チャンネルでも
紹介していますので、騙されないよう
に映像で手口を確認してみてください。
【問合せ】野田警察署☎ 7125-
0110、防災安全課

当
日
会
場
受
付
。
問
山
﨑
☎
080
︲
３

０
０
８
︲
２
２
６
９

◆
押
し
花
作
品
展

12
月
15
日
水
～

19
日
日
９
時
～
16
時
30
分
（
最
終
日

は
15
時
ま
で
）
興
風
会
館
地
下
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
。
自
然
な
ま
ま
の
押
し
花

約
40
点
。
問
増
田
☎
７
１
２
４
︲
４

０
６
１

◆
精
神
障
が
い
者
家
族
懇
談
会

12

月
18
日
土
13
時
～
16
時
総
合
福
祉

会
館
で
。
悩
み
な
ど
の
話
し
合

い
。
申
込
み
は
事
前
に
中
村
☎
080
︲

２
２
４
５
︲
２
１
４
４
へ
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ど
。
先
着
20
人
。
申
込
み
は
12
月
５

日
日
か
ら
髙
野
☎
070
︲
２
１
７
９
︲

０
４
５
７
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し

ん
ね
っ
と
「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談

会
」

12
月
21
日
火
９
時
～
正
午
野

田
商
工
会
議
所
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
高
齢
期
の
人
生
設
計
や
遺
言
・

相
続・成
年
後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。

申
込
み
は
12
月
13
日
月
ま
で
に
古こ
び
き曳

☎
７
１
２
２
︲
０
０
１
６
へ

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

   

相　
談

◆
笑
紫
会
落
語
発
表
会

12
月
19
日

日
12
時
30
分
～
17
時
中
央
公
民
館

で
。
メ
ン
バ
ー
11
組
に
加
え
桂
南
な

ん
師
匠
が
特
別
出
演
。
先
着
40
人
。

申
込
み
は
12
月
５
日
日
か
ら
藤
原
☎

090
︲
４
９
４
８
︲
３
６
４
４
へ

◆
野
田
合
気
会
市
民
大
会

12
月
19

日
日
13
時
～
15
時
30
分
総
合
公
園
体

育
館
（
清
水
）
で
。
見
学
や
稽
古
体

験
。
当
日
会
場
へ
。
問
山
中
☎
７
１

２
９
︲
５
９
３
９

◆
野
田
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
カ
フ
ェ

12
月
26
日
日
14
時
～
17

時
中
央
公
民
館
で
。
が
ん
の
不
安
や

悩
み
を
分
か
ち
合
う
対
話
カ
フ
ェ
。

が
ん
患
者
や
家
族
、
医
療
関
係
者
な

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費（
月8
は
月
会
費
、
年8
は

年
会
費
、
入8
は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
梅
郷
剣
友
会（
剣
道
）
毎
週
月
金

日
18
時
～
20
時（
日
㊗
は
15
時
～
17

時
）南
部
小
学
校
体
育
館
で
。
４
歳

以
上
。
月8
千
円
。
入8
千
円
。
大
竹
☎

090
︲
２
４
７
７
‐
８
６
１
６

◆
春
風
館
少
年
剣
友
会（
剣
道
）
毎

週
火
木
土
17
時
～
19
時
春
風
館
道

場
な
ど
で
。
４
歳
～
小
学
生
。
月8

２
千
円
。
入8
３
千
円
。
金
井
☎
090
︲

６
５
４
２
‐
５
７
２
５

◆
野
田
男
声
合
唱
団

毎
月
３
回
日

９
時
～
正
午
北
部
公
民
館
で
。
男
声

合
唱
に
興
味
が
あ
る
方
。
月8
３
千
500

円
。
原
☎
090
︲
９
１
５
２
‐
１
６
１
５

◆
コ
ッ
ペ
リ
ア
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
の

会

毎
月
２
～
３
回
日
９
時
～
13
時

島
会
館
で
。
未
就
園
児
～
中
学
生
と

18
歳
～
79
歳
。
月8
千
円
。
入8
500
円
。

井
上
☎
090
︲
２
３
１
５
‐
０
９
２
４

◆
学
生
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎

月
３
回
金
18
時
20
分
～
19
時
20
分
南

部
梅
郷
公
民
館
で
。
し
っ
か
り
学
べ

て
踊
れ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
小
学
３
年

生
以
上
。
月8
３
千
900
円
。
入8
４
千
円
。

海
老
原
☎
090
︲
７
２
６
８
‐
２
７
３
８

※
会
員
募
集
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
営
利

を
目
的
と
し
た
教
室
の
掲
載
は
お
断

り
し
て
い
ま
す

②

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
今
号
５
面

に
答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝
広

報
広
聴
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
12
月
25
日
と
い

え
ば
。
②
「
～
の
よ
う
な
」
と
い
っ

た
あ
か
ら
さ
ま
な
比
喩
表
現
を
使

わ
な
い
例
え
。
メ
タ
フ
ァ
ー
。
③
ト

マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
味
付
け
し
た

ス
パ
ゲ
テ
ィ
。
⑥
お
椀
の
舟
に
箸
の

櫂
「
一
―
法
師
」。
⑨
来
年
の
干
支
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
地
中
に
打
ち
込

ん
で
支
柱
や
目
印
に
す
る
棒
。
②
ボ

ラ
の
幼
魚
。
④
目
的
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら

と
歩
く
こ
と
。
⑤
屋
内
の
ほ
こ
り
を

払
い
清
め
て
大
掃
除
す
る
「
―
払

い
」。
⑦
釣
鐘
形
の
夏
の
花
。
⑧
衣

服
の
上
か
ら
羽
織
る
袖
の
な
い
ゆ
っ

た
り
し
た
外
衣
。
⑩
巻
貝
の
殻
の
よ

う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
い
て
い
る
も
の
。

【
応
募
方
法
】
12
月
14
日
火
必
着
で
、

は
が
き
に
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に

対
す
る
ご
意
見
を
明
記
し
、
〒
278
‐

８
５
５
０
野
田
市
役
所
広
報
広
聴
課

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」
係
ま
で
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の

だ
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。
正
解
と
当
選
者
は
１
月
１

日
号
で
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
当

選
者
の
方
は
氏
名
を
紙
面
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

②

ジ

コ

イホ
ンス

オ

ラ
ウア
ガ
ン

シ

セ
コト
ヨ

メ

チ
ウ

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　
11
月
１
日
号
の
正
解
は
「
ジ
ン
コ
ウ

ス
ト
ウ
」
で
し
た
。

　
96
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

果
、当
選
者
は
石
井
稔
様
、染
谷
都
様
、

橋
立
秀
樹
様
、
真
中
啓
子
様
、
山
木
莉

子
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。

臨時資源物集積所を開設

   

会
員
募
集

　資源物・小型家電の持込回収は、野田市再資源化事
業協同組合（西三ケ尾 410-2）で月から金まで（㊗含
む）実施し、年内は 30日木まで回収しています。12
月 25 日土・26 日日の９時から 11 時 30 分までと
13時から 16時まで、臨時の資源物集積所を同組合で
開設します。品目ごとに分類し搬入してください。
　持込みの際は住所を確認しますので、マイナンバー
カードや免許証などを持参してください。感染症防止
のためマスクの着用をお願いします。
【回収対象】紙類（新聞・
雑誌・段ボールなど）、
衣類・布、びん類、空き
缶・金属類、ペットボト
ル、小型家電など
【問合せ】清掃計画課
【ＨＰ検索】1000604

集積所
野田市再資源化
事業協同組合

二ツ塚小

消防署
南分署

梅郷駅

山崎小
国道16号

東武野田線
（アーバンパークライン）
東武野田線

（アーバンパークライン）
東京理科大学
総合グラウンド東京理科大学
総合グラウンド



相談（要予約）、就労のための「自立支援プロ
グラム」作成。月９時～19時、金９時～17時
子ども支援室（保健センター内☎
7125-1134）
◆子ども総合相談窓口　妊娠から 18
歳までの子どもの相談。月～金８時
30分～ 17時 15分
職業相談（商工観光課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人
情報を提供。市２階＝月～金。い1階＝
21日。９時～16時（正午～13時除く）
※いではハローワークによる各種相談も実施
◆ジョブカフェのだ（会場＝野田地
域職業訓練センター☎ 7121-1184）　
セミナー・個別相談（要予約）、求人
案内。40 歳未満の方かその親。10
日金 10時～ 16時。
パーソナルサポートセンター（生活支
援課）
◆自立するための生活・家計改善・就
労準備などに関する総合相談　市２階
＝月～金９時～17時。☎7125-2212

◆青少年の悩み事相談　年末年始を除
く毎日。９時～16時30分
ひばり教育相談（青少年センター内☎
7125-8088）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校
など。青少年センター内＝月～金９時～
16時※学校休業日を除く
ひまわり相談（野田幼稚園☎7122-
2450・関宿南部幼稚園☎7198-2075）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこ
となど。野田幼稚園＝第２・４木、関
宿南部幼稚園＝第１・３火。10時～15
時30分。電話予約（14時～17時15分）
※どなたでも相談できます
消費生活センター（☎ 7123-1084）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や問
合せ、架空請求・多重債務相談など。電話相
談。月～金10時～16時（正午～13時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８
時 30分～ 17時 15分
◆専門相談　市１階＝13時30分～16
時…生活療育（２日）、発達教育（６日と
20日）、就労者生活（16日）、生活支援（23
日）、こころの生活（28日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝10時

青少年センター（☎ 7125-2639）

～正午…知的障がい者（１日）、視覚障が
い者（７日）、ろうあ者（21日）／13時
30分～15時30分…身体障がい者（１日）、
聴覚障がい者（７日）、精神障がい者（21日）。
電話かファクス（ 7123-1095） 予約
あさひ育成園（☎ 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の
遅れなど。木 15時～ 17 時。電話予
約（月 16時～ 17時）
こだま学園（☎ 7122–2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の
遅れなど。火９時～ 11時。電話予約
（月 16時～ 17時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みな
ど。総合福祉会館＝毎週火・第１金13
時～16時。事前に電話で申込み。問
野田市社会福祉協議会☎7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、新
型コロナ対応支援金など。17 日金
13 時～ 16 時。欅のホール 4階第 1
集会室。電話予約。問千葉県行政書士
会東葛支部・齋藤☎ 7196-6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物
登記など。電話相談のみ。14日火９
時30分～15時 30分。前日までに電
話予約。問野田地区司法書士会、土地
家屋調査士会・雨笠☎080-9396-1313
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月の

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎ 7125–1111 代表）
※ 12 月の法律相談は予約制。12 月１
日水 9時から電話で予約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや
相続、離婚などの一般的な手続きなど。
簡単な相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴
訟、調停中は不可。電話相談。市８・
13・14・22・26・27日。い９・23日。
８日間で 80人。
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
※新型コロナウイルス感染症予防のため中止
◆交通事故相談　示談や自賠責保険な
ど。電話相談。市10・24日。2日間で8人。
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。電話相談。い８日。
市 21 日。２日間で８人。
◆税務相談　相続税・贈与税など。電話相談。
市 15日。8人。
人権・男女共同参画推進課（市役所内）
◆人権相談　人権問題での悩みなど。い
16日。市 27 日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第1～３
木10時～16時。電話予約（電話相談も可）
◆男性のための電話相談　第 4火 16時
～ 19時。☎ 7123-0069
子ども家庭総合支援課（市役所内）
◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相
談室）　18歳までの子とその家庭や妊産婦
の相談。月～金８時30分～17時15分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴力
の相談や緊急時の安全確保など。月～金８
時30分～17時15分。☎ 7186-6586
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母子、父子家
庭、寡婦など。月９時～19時、火～金９時～17時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　母
子家庭の母や父子家庭の父、および寡婦。個別

�
対面相談は室内換気などの感染症対策を
行った上で実施します。新型コロナウイル
ス感染症対策で電話相談に変更や休止さ
れる場合もあります。

相談日案内

※休日当番医は変更する場合があります（HP
検索：１００９８５２）。かかりつけ医や休日当番
医の診療時間外や、急病の方は小張総合病院
（☎ 7124-6666）に問い合わせてください

内　　科
曜日・時間 9時～ 16時
５日（日）小澤医院（☎ 7122-3980）
12日（日）豊泉医院（☎ 7129-3813）
19日（日）石井医院（☎ 7122-2434）
26日（日）鈴木医院（☎ 7124-5683）
29日（水）東葛飾病院（☎ 7196-1166）
30日（木）関宿中央医院（☎ 7198-5108）
31日（金）はたのこどもクリニック（☎ 7123-7121）

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社サンケイちば企画☎043–202–8600」【HP検索】1009675

人口と世帯：人口＝ 153,844 人（-72）／男＝ 77,346 人（-72）、女＝ 76,498 人（± 0）／世帯数 70,360 世帯（-7）（Ｒ３.11.1 現在）
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野田市のワクチン接種状況（11/25時点）
接種対象市民の接種率

1回目

２回目 84.4％
86.3％

65歳以上の接種率

50～ 64歳の接種率

40～ 49歳の接種率

30～ 39歳の接種率

20～ 29歳の接種率

12～ 19歳の接種率

1回目
２回目

1回目
２回目

1回目
２回目

1回目
２回目

1回目
２回目

1回目
２回目

91.7％

87.7％

82.7％

76.5％

73.7％

71.4％

92.3％

89.1％

84.6％

79.1％

77.1％

77.1％

年
齢
別
の
接
種
率
グ
ラ
フ

　ワクチン３回目接種と5歳から11歳までのワクチン接種につきましては、現時点
で国から明確な基準が示されず、流動的なことが多いため、今後、詳細が決まり次第、
接種体制などを構築し、改めてお知らせします。

今後のワクチン接種の３回目と
5歳～ 11歳の方へのワクチン接種
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